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令
和
七
年
度
の
校
友
会
活
動
に
む
け
て 

支
部
長 

永
代 

達
三
（
昭
48
政
経
） 

 

今
年
は
米
の
値
上
が
り
、
米
不
足
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
梅

雨
が
短
く
、
暑
い
夏
が
日
本
国
中
で
報
告
さ
れ
、
野
菜
や
果
物

の
生
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
発

令
が
続
き
ま
し
た
。 

今
年
の
五
月
二
十
五
日
㈰
に
支
部
総
会
を
行
い
、
二
〇
二
四

年
度
の
活
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告
。
及
び
、
二
〇
二
五
年
度

活
動
計
画
並
び
に
予
算
案
等
を
出
席
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
ご

承
認
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
活
動
計
画
に
基
づ
き
校
友
会
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
付
託
に
添
え
る

よ
う
、
誠
心
誠
意
校
友
会
活
動
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。 

昨
年
実
施
し
た
「
サ
ポ
ー
タ
ー
募
金
」
に
は
多
く
の
募
金
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
。
募
金
は

皆
様
の
地
域
支
部
活
動
へ
の
期
待
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
厚
志
に
添
い
地
域
支
部
活
動
が
永
続
き
し

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

現
在
、
清
瀬
地
域
支
部
が
設
立
か
ら
来
年
度
に
十
五
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念
事
業
を
検
討
し
実
施
す
る
予
定
で
す
。

五
周
年
記
念
事
業
で
実
施
し
た
「
け
や
き
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
よ
う
な
清
瀬
地
域
支
部
校
友
会
、
大
学
、
地
域
を
巻
き
込
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
検
討
中
で
す
。 

 

地
域
支
部
活
動
の
目
的
は
繰
り
返
し
に
な 

り
ま
す
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
地
域
貢
献 

を
大
き
な
活
動
の
柱
に
、
従
来
の
活
動
を
よ 

り
一
層
活
性
化
さ
せ
地
域
支
部
活
動
の
充
実 

を
目
指
し
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
は 

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た 

だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 
2025.10.01 

 第27号 

 

 
 

 
 

2025年7月27日(日)けやきロードフェスティバル 

発行：明治大学校友会清瀬地域支部  発行責任者：永代  達三  

編 集：広 報 部  印 刷：㈲スガハラ印刷 

 



 
 

- 2 - 

令
和
七
年
度
の
活
動
及
び
今
後
の
活
動
に
つ
い
て 

清
水 

計
明
（
昭
53
商
） 

 

地
域
密
着
型
校
友
会
を
目
指
し
て
今
年
度
も
活
動
し
て
参
り

ま
す
。 

着
実
に
実
施
、
充
実
し
て
い
る
「
紫
紺
句
会
」、
発
足
三
年
目

と
な
り
ま
す
「
篆
刻
教
室
」、
健
康
増
進
を
兼
ね
た
「
東
京
湾
ク

ル
ー
ズ
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
情

報
共
有
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
清
瀬
地
域
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
よ
り
迅
速
か
つ
効
果
的
な
活
用
を
し
て
い
き
ま
す
。 

清
瀬
の
自
然
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、「
金
山
公
園

野
鳥
観
察
会
」「
台
田
公
園
観
桜
会
」
な
ど
恵
ま
れ
た
自
然
を
満

喫
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
母
校
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
度
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
駿
河
台
校
舎
、
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
と

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
も
硬
式
野
球
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
競
争
部
な
ど

を
応
援
し
、
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

母
校
の
応
援
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
も
健
康
が
有
っ
て
の
も
の
で

す
。
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。 今

後
と
も
校
友
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

     

第
十
四
回
定
時
総
会
を
終
え
て 

清
水 

計
明
（
昭
53
商
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

去
る
五
月
二
十
五
日
、
多
摩
支
部
支
部
長
の
土
屋
様
、
東
久

留
米
支
部
地
域
支
部
長
の
伊
藤
様
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
第
十

四
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
六
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て
は
、
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
会
を
含
め
、
九
項
目
の
計
画
を
立
て
九
項
目
全
て
実
施
さ
れ

令
和
六
年
度
決
算
報
告
と
合
わ
せ
て
、
出
席
者
多
数
の
挙
手
に

よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
七
年
度
活
動
計
画
案
及
び
令
和
七
年
度
予
算
案
も
出
席

者
の
賛
成
多
数
を
持
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

清
瀬
地
域
支
部
校
友
会
は
発
足
し
て
十
四
年
経
過
し
、
来
年

度
は
設
立
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
来
年
度
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
第
六
号
議
案
「
設
立
十
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
案
」
に
つ
い
て
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
卒
業
生
の
親
睦
を
深
め
、
交
流
を
促
進
し
、

社
会
貢
献
活
動
や
地
域
交
流
を
推
進
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
、
居
酒
屋
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
親
交
を
深
め
ま
し
た 

          

令
和
七
年
度
多
摩
支
部
総
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

曠
（
昭
36
政
経
） 

 

令
和
七
年
度
多
摩
支
部
定
時
総
会
が
六
月
二
十
二
日
、
ホ
テ

ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
で
開
催
さ
れ
た
。
当
地
域
支
部
か
ら
は

永
代
支
部
長
以
下
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

定
時
総
会
は
午
後
一
時
か
ら
開
会
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ

れ
た
。
開
会
に
あ
た
り
大
学
か
ら
榎
本
知
佐
理
事
の
挨
拶
・
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
大
学
の
近
況
と
将
来
に
つ
い
て
」 

① 

山
の
上
ホ
テ
ル
取
得
に
つ
い
て 

ホ
テ
ル
機
能
を
継
続
し
学
生
と
地
域
社
会
交
流
の
場
と
し
て
活

用
す
る 

② 

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
計
画
を
進
め
る 

③ 

新
春
恒
例
の
箱
根
駅
伝
に
つ
い
て 

紫
紺
の
襷
プ
ロ
ェ
ク
ト
を
展
開
。
M
の
襷
を
再
び
・
・ 

創
立

一
五
〇
周
年
（
二
〇
三
一
年
度
）
に
優
勝
を
目
指
す 

④ 

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
誕
生 

⑤ 

和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
「
日
本
学
園
」
に
つ
い
て 

「
明
治
大
学
付
属
世
田
谷
中
学
・
高
等
学
校
」
と
し
て
令
和
八

年
四
月
開
校
す
る 

ま
た
、
現
況
報
告
と
し
て
入
試
志
願
者
数
が
全
国
大
学
で
第

一
位
に
な
り
、
女
性
の
応
募
が
多
か
っ
た
こ
と
並
び
に
一
五
〇

周
年
記
念
事
業
推
進
の
寄
付
協
力
要
請
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
後
の
懇
親
会
は
後
輩
の
津
軽
三
味
線
「
響
」
の
演
奏
に

始
ま
り
、
賑
々
し
い
雰
囲
気
の
中
、
多
く
の
校
友
の
懇
親
が
広

げ
ら
れ
た
。
最
後
に
恒
例
の
参
加
者
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
、

万
歳
三
唱
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

多
摩
支
部
は
全
国
最
大
二
十
一
地
域
支
部
を
有
し
て
お
り
、

再
会
に
は
奇
遇
、
偶
然
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。 

私
事
で
す
が
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
昭
島
地
域
支
部
幹
事
長
武

井
大
貴
さ
ん
の
ご
尊
父
様
が
娘
の
三
十
数
年
前
の
結
婚
式
に
参

列
・
祝
辞
を
頂
戴
し
た
娘
婿
の
恩
師
武
井
先
生
と
わ
か
り
、
驚

 

生田校舎・キャンパス 

左から伊藤支部長、永代支部長、土屋支部長 
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い
た
次
第
で
す
。 

来
年
の
多
摩
支
部
定
時
総
会
は
清
瀬
地
域
支
部
が
実
行
委
員

と
し
て
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

新
た
な
出
会
い
・
再
会
を
期
待
し
、
多
く
の
会
員
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。 

           
      

設
立
十
五
周
年
企
画
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

粕
川 

偉
三
男
（
昭
48
政
経
） 

 

き
っ
か
け
は
あ
る
女
性
会
員
か
ら
の
発
言
で
し
た
。 

「
何
か
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
は
や
ら
な
い
の
で
す
か
」
と
。
云
わ

れ
て
み
れ
ば
「
け
や
き
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
た
「
設
立
五
周
年

コ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら
十
年
近
く
経
と
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
新

会
員
獲
得
の
為
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
ア
イ
デ
ア
を
検
討
す
る
も
の

の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
に
よ
り
、
思
う
よ
う
な
成
果
は
見
ら

れ
な
い
の
が
実
情
で
し
た
。 

令
和
六
年
度
か
ら
実
施
し
た
「
サ
ポ
ー
タ
ー
募
金
」
に
お
い

て
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
賛
同
を
賜
り
、
多
く
の
ご
厚
志

を
賜
り
ま
し
た
。
令
和
七
年
度
も
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
前

年
同
様
多
く
の
ご
厚
志
を
賜
り
ま
し
た
事
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

会
員
皆
様
の
ご
厚
志
に
お
応
え
す
る
事
、
女
性
会
員
の
ご
発

言
を
具
体
化
す
べ
く
令
和
六
年
七
月
の
定
例
役
員
会
で
「
十
五

周
年
企
画
」
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
降
種
々
検

討
を
重
ね
令
和
七
年
二
月
に
「
設
立
十
五
周
年
企
画
修
正
案
」

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
満
場
一
致
を
以
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 令

和
七
年
度
「
定
時
総
会
」
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
活
動

計
画
に
織
り
込
む
こ
と
で
全
員
に
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

令
和
八
年
七
月
二
十
五
日
㈯
に
「
け
や
き
ホ
ー
ル
」
の
会
場

を
確
保
し
、
現
在
出
演
を
予
定
し
て
い
る
各
団
体
と
交
渉
を
始

め
て
お
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
五
周
年
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
同
様
に
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
を
想
定
し
て
お
り
、
企

画
内
容
が
煮
詰
ま
り
次
第
、
皆
様
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 コ

ン
サ
ー
ト
は
会
員
皆
様
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
入
場

料
無
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

乞
う
ご
期
待
！ 

台
田
運
動
公
園
の
観
桜
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

粕
川 

偉
三
男
（
昭
48
政
経
） 

 
 三

月
三
十
一
日
㈪
、
恒
例
と
な
っ
た
「
観
桜
会
」
を
満
開
の

桜
の
元
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
永
代
支
部
長
以
下
校
友
六
名

と
市
内
在
住
の
一
般
市
民
の
方
二
名
の
合
計
八
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
生
憎
の
曇
り
空
で
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心

は
す
で
に
「
花
よ
り
団
子
」
と
な
り
、
お
花
見
も
そ
こ
そ
こ
に

隠
れ
家
蕎
麦
屋
「
池
添
」
に
向
か
い
ま
し
た
。 

熱
燗
が
五
臓
六
腑
に
染
み
渡
り
ま
し
た
。
十
割
そ
ば
を
堪
能

し
て
、「
来
年
も
又
」
と
約
束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

満
開
の
桜
と
美
味
し
い
蕎
麦
そ
し
て
熱
燗 

最
高
で
し
た 

 
               

後列左から3番目が武井さん 
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戦
後
八
十
年
特
別
企
画
そ
の
Ⅰ 

 
戦
後
八
十
年
を
迎
え
て
（
終
戦
ま
で
満
州
生
活
） 

中
村 

曠
（
昭
36
政
経
） 

 

戦
後
八
十
年
、
終
戦
当
時
十
歳
に
満
た
な
い
私
の
記
憶
は
あ

い
ま
い
、
両
親
の
話
し
を
自
分
の
記
憶
と
勘
違
い
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
ご
容
赦
願
い
た
い
。 

農
家
の
四
男
の
父
は
旧
制
中
学
を
出
て
、
地
元
の
製
粉
会
社

で
小
麦
粉
の
製
造
技
術
を
学
ん
だ
。
満
州
国
建
国
の
昭
和
七
年

頃
、
穀
倉
地
満
州
に
製
粉
会
社
設
立
の
機
運
が
高
ま
り
、
日
本

の
製
粉
会
社
数
社
に
よ
る
日
満
製
粉
が
設
立
さ
れ
た
。
新
会
社

の
運
営
に
各
製
粉
会
社
か
ら
若
手
社
員
が
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の

一
員
と
し
て
父
は
ハ
ル
ピ
ン
（
哈
爾
浜
）
市
に
赴
任
し
た
。
母

も
同
道
、
二
人
の
生
活
が
始
ま
り
、
昭
和
十
二
年
春
、
私
が
生

ま
れ
た
。 

広
大
な
満
州
原
野
に
南
満
州
鉄
道
（
満
鉄
）
は
路
線
網
を
拡

大
、
製
粉
工
場
の
建
設
も
進
ん
だ
。
短
期
の
転
勤
も
多
く
、「
海

倫
（
ハ
イ
ロ
ン
）」、「
佳
木
斯
（
ジ
ャ
ム
ス
）」
市
に
転
勤
し
た 

ハ
ル
ピ
ン
（
哈
爾
浜
）
市
は
ロ
シ
ア
と
の
国
境
を
流
れ
る
大

河
黒
龍
江
の
支
流
「
松
花
江
（
ス
ン
ガ
リ
ー
）」
沿
岸
に
位
置
し

、
帝
政
ロ
シ
ア
の
崩
壊
に
伴
い
逃
れ
て
き
た
ロ
シ
ア
人
（
白
系

露
人
）
が
開
い
た
街
で
、
道
路
は
石
畳
、
西
洋
風
建
物
の
美
し

い
街
並
み
は
北
の
パ
リ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
駅
構
内
に
一
九
〇

九
年
に
狙
撃
暗
殺
さ
れ
た
伊
藤
博
文
の
胸
像
が
あ
っ
た
。 

海
倫
（
ハ
イ
ロ
ン
）
は
、
未
開
の
原
野
、
暖
房
は
ペ
チ
カ
、

交
通
機
関
は
馬
車
。
ま
る
で
西
部
劇
の
砦
の
よ
う
な
社
宅
だ
っ

た
。 佳

木
斯
市
は
三
江
省
の
東
北
端
、
ロ
シ
ア
国
境
に
近
く
、「
松

花
江
」
の
沿
岸
に
接
し
、
ハ
ル
ピ
ン
間
の
連
絡
船
発
着
場
で
も

あ
っ
た
。
た
だ
冬
季
は
全
面
氷
結
し
、
車
両
は
氷
上
を
道
路
と

し
て
い
た
。
会
社
の
近
く
に
は
飛
行
場
、
軍
の
兵
舎
、
長
野
県

の
開
拓
団
「
弥
栄
村
」
が
あ
っ
た
。
眺
望
は
樹
木
の
無
い
山
と

延
々
と
続
く
高
粱
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。
高
い
青
空
、
秋
に
は

雁
の
群
れ
が
列
を
な
し
飛
ぶ
光
景
、
空
一
面
を
真
赤
に
染
め
る

夕
日
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
た
だ
冬
の
到
来
は
早
く
、
長
く
厳
し

い
。
マ
イ
ナ
ス
四
〇
℃
に
も
な
り
、
息
で
眉
毛
が
く
っ
つ
い
た

り
、
牛
の
涎
が
氷
柱
に
な
っ
た
り
寒
か
っ
た
。
短
い
夏
の
初
め

に
は
蒙
古
風
襲
来
、
空
は
黄
色
く
砂
埃
に
悩
ま
さ
れ
た
。
会
社

は
松
花
江
に
近
く
、
原
料
の
小
麦
や
製
品
の
輸
送
用
線
路
が
敷

設
さ
れ
て
い
た
。
社
宅
は
工
場
と
道
路
を
挟
ん
で
建
ち
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
、
窓
は
二
重
窓
、
暖
房
は
ス
チ
ー
ム
、
社

宅
の
囲
い
は
頑
丈
な
煉
瓦
造
り
で
高
く
覆
わ
れ
、
上
部
に
匪
賊

の
侵
入
防
止
の
高
圧
電
流
有
刺
鉄
線
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
夜

間
に
オ
オ
カ
ミ
の
出
没
も
あ
り
、
夜
間
外
出
は
厳
禁
。
社
宅
の

日
本
人
は
工
場
長
一
家
と
数
軒
の
家
族
と
少
な
か
っ
た
。 

私
は
学
齢
期
に
な
り
佳
木
斯
市
の
二
校
目
に
な
る
在
満
「
大

和
国
民
学
校
」
に
ラ
ン
ド
セ
ル
に
戦
闘
帽
姿
で
入
学
。
通
学
は

馬
車
（
マ
チ
ョ
ウ
）
で
送
っ
て
も
ら
い
、
退
校
は
徒
歩
か
軍
の

自
動
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
終
戦
ま
で
約
一
年
半
の
学

校
生
活
だ
っ
た
。 

校
舎
は
二
階
建
て
、
一
年
生
は
一
階
、
授
業
は
「
ア
カ
イ
ア

カ
イ
ア
サ
ヒ
ア
サ
ヒ
」
な
ど
、
学
芸
会
、
遠
足
運
動
会
も
あ
っ

た
。
夏
は
近
く
の
忠
霊
塔
に
遠
足
、
冬
は
全
面
結
氷
し
た
近
く

の
小
川
で
ス
ケ
ー
ト
を
し
た
り
、
ま
た
先
生
方
が
運
動
場
に
水

を
撒
き
作
っ
て
く
れ
た
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
は
冬
の
運
動
会
、

ス
ケ
ー
ト
の
エ
ッ
ジ
を
磨
き
、
椅
子
を
支
え
に
早
く
一
人
で
滑

れ
る
よ
う
練
習
し
た
。
家
で
も
父
が
庭
に
氷
を
張
り
練
習
用
ス

ケ
ー
ト
場
を
作
っ
て
く
れ
た
。 

し
か
し
戦
況
は
徐
々
に
厳
し
く
、
物
資
不
足
も
目
立
っ
て
き

た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ス
ケ
ー
ト
靴
な
ど
の
調
達
に
父
は
苦
労
し

た
よ
う
だ
。
担
任
の
先
生
は
ゲ
ー
ト
ル
に
戦
闘
帽
姿
、
朝
礼
は

校
庭
で
教
育
勅
語
、
夏
に
校
庭
は
菜
種
油
採
油
用
の
畑
に
変
わ

っ
た
。
内
地
で
撃
墜
し
た
Ｂ
２
９
の
残
骸
を
見
た
り
、
日
本
と

ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
の
爆
音
の
違
い
を
聴
き
学
ん
だ
り
の
毎
日

だ
っ
た
。 

日
本
人
の
友
達
は
少
な
か
っ
た
が
会
社
の
若
い
中
国
人
守
衛

さ
ん
に
片
言
の
中
国
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
ア
ヒ
ル
、
鶏

、
豚
を
飼
っ
て
い
る
家
に
行
き
、
暖
房
の
オ
ン
ド
ル
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、
大
皿
に
盛
っ
た
醤
油
味
の
豚
肉
角
煮
な
ど
ご
ち

そ
う
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
時
々
家
に
来
て
作
っ
て
く
れ
た
餃

子
や
ま
ん
と
う
は
美
味
し
か
っ
た
。 

街
路
商
の
「
赤
く
甘
い
水
飴
煮
の
杏
」（
タ
ン
ホ
ー
ル
）
は
絶

品
、
一
輪
車
の
量
り
売
り
「
粟
餅
」
も
美
味
か
っ
た
。
家
の
二

重
窓
の
隙
間
が
天
然
冷
凍
庫
に
変
身
、
凍
っ
た
餅
は
搗
き
立
て

の
餅
に
、
り
ん
ご
は
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
に
バ
ナ
ナ
は
黒
く
な
る
が

実
は
真
っ
白
な
ど
不
思
議
な
味
の
体
験
だ
っ
た
。 

二
年
生
に
進
学
し
た
昭
和
二
十
年
に
な
る
と
、
平
和
な
日
は

短
く
戦
況
は
一
層
厳
し
く
な
り
、
父
は
軍
事
訓
練
で
招
集
、
工

場
長
は
じ
め
会
社
の
社
員
も
次
々
に
招
集
さ
れ
た
。
一
方
、
母

は
臨
月
を
迎
え
て
い
た
。
父
が
一
時
帰
宅
し
た
八
月
九
日
の
防

空
演
習
の
夜
、
灯
り
が
漏
れ
な
い
よ
う
カ
ー
テ
ン
を
引
き
、
電

灯
を
布
で
覆
い
夜
を
迎
え
た
夜
半
、
突
然
大
き
な
爆
発
音
に
起

こ
さ
れ
た
。
ソ
連
軍
に
よ
る
飛
行
場
と
軍
の
兵
舎
の
爆
撃
を
知

っ
た
。
父
は
母
を
入
院
さ
せ
軍
に
戻
っ
た
。
当
時
の
私
の
記
憶

は
全
く
無
い
。
覚
え
て
い
る
の
は
母
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
妹

を
抱
き
、
弟
と
私
達
は
佳
木
斯
駅
に
停
車
し
て
い
た
長
野
県
の

弥
栄
村
開
拓
団
の
列
車
（
無
蓋
車
）
の
片
隅
に
乗
せ
て
も
ら
っ

た
。
八
月
十
三
日
ご
ろ
だ
っ
た
。 

戸
籍
謄
本
に
よ
れ
ば
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
六
日
付
で
弟

妹
の
死
亡
、
及
び
妹
の
出
生
届
が
提
出
さ
れ
た
。
母
が
終
戦
、

引
揚
を
経
て
内
地
で
の
最
初
の
仕
事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ

ま
で
の
母
の
苦
労
、
悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
痛
切
に

感
じ
た
。
戦
後
八
十
年
の
お
盆
を
迎
え
、
墓
前
に
両
親
弟
妹
の

霊
を
敬
い
併
せ
て
永
久
の
平
和
を
祈
願
し
た
。 

終
戦
忌 鉄

路
に
野
宿 

逃
避
行 

 

曠 

（
平
成
二
十
七
年
八
月
紫
紺
句
会
）） 



 
 

- 5 - 

中
村
さ
ん
の
こ
と
、
和
田
少
年
の
こ
と 

 
 
 

和
田 

寿
文
（
昭
49
法
） 

 

梅
狸
庵
篆
刻
教
室
で
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
中
村
さ
ん
が
旧
満

州
育
ち
と
知
り
ま
し
た
。
授
業
で
旧
満
州
の
こ
と
は
習
い
ま
し
た

が
こ
ん
な
に
も
身
近
に
旧
満
州
育
ち
の
方
が
い
ら
し
た
と
は
！  

中
村
さ
ん
の
篆
刻
作
品
は
何
と
も
言
え
な
い
伸
び
や
か
さ
が
あ

り
、
ど
っ
し
り
と
構
え
た
作
風
で
す
。  

た
と
え
て
い
う
な
れ
ば
谷
村
新
司
の
「
昴
」
や
喜
多
郎
の
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
テ
ー
マ
曲
」
の
世
界
感
で
す
。  

  『
寿
齢
讃
歌
』 

文
化
の
日 

学
ぶ
喜
び 

八
十
路
か
な  

『
晴
耕
雨
読
』 

断
捨
離
の 

古
書
に
未
練
の 

夜
な
べ
か
な  

  こ
れ
は
中
村
さ
ん
の
清
瀬
市
民
文
化
祭
出
品
の
篆
刻
作
品
で
す
。  

大
陸
の
風
を
感
じ
る
作
風
と
達
観
し
た
如
く
の
俳
句
、
今
は
な

ん
と
二
百
六
十
二
文
字
の
『
般
若
心
経
』
を
篆
刻
で
挑
戦
中
！ 

尊

敬
し
ま
す
。
人
生
い
つ
だ
っ
て
青
春
！
で
す
。  

物
に
動
じ
な
い
姿
勢
は
真
似
で
き
な
い
大
陸
育
ち
の
雰
囲
気
で

す
ね
。  

中
村
さ
ん
が
過
ご
し
た
佳
木
斯(

ジ
ャ
ム
ス)

市
は
哈
爾
浜
か
ら

約
三
百
五
十
キ
ロ
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
国
境
ま
で
百
キ
ロ
の
国
境
の
街

で
す
。
以
前
拝
読
し
ま
し
た
佳
木
斯
大
和
在
満
国
民
学
校
の
同
窓

会
文
集
で
は
多
く
の
方
が
当
時
を
古
き
良
き
時
代
の
思
い
出
と
し

て
書
か
れ
て
い
ま
す
。  

今
回
の
中
村
さ
ん
の
投
稿
は
列
車
（
無
蓋
車
）
に
乗
り
こ
ん
だ

と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
も
苦
難
の
連
続
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。  

満
州
か
ら
地
獄
の
逃
避
行
。  

事
前
に
敗
戦
を
感
知
し
て
自
己
保
身
で
き
た
企
業
人
や
高
位
高

官
と
、
逃
避
行
の
ど
さ
く
さ
で
命
を
落
と
し
た
一
般
庶
民…

、
あ

ま
り
も
落
差
が
大
き
い
。  

 

私
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
日
本
が
連
合
国
軍
に
よ
っ
て

占
領
さ
れ
て
い
た
一
九
五
二
年
四
月
二
日
ま
で
の
『
戦
後
占
領
期
』、

そ
の
『
戦
後
占
領
期
』
後
半
の
世
代
で
す
。  

子
供
の
こ
ろ
は
、「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い(

一
九
五
六
年
経
済

白
書)

」
は
ず
な
の
に
一
般
庶
民
は
ま
だ
ま
だ
貧
し
か
っ
た
。
当
時

は
東
横
線
学
芸
大
学
駅
近
く
に
い
た
け
ど
、
夏
は
ス
イ
カ
を
縄
で

吊
る
し
て
井
戸
の
中
に
、
ま
た
米
穀
手
帳
が
な
い
と
お
正
月
の
お

餅
も
買
え
な
か
っ
た
時
代
。  

駅
前
商
店
街
に
は
何
人
も
の
白
衣
の
傷
痍
軍
人
さ
ん
が
物
乞
い

を
し
て
お
り
、
軒
を
貸
し
て
い
た
お
店
の
ひ
と
か
ら
こ
の
方
々
は

皆
さ
ん
南
方
や
中
国
方
面
で
ご
苦
労
さ
れ
た
方
た
ち
で
す
、
と
教

え
ら
れ
た
。
も
し
か
し
た
ら
中
村
さ
ん
も
こ
の
方
々
も
同
じ
船
で

帰
国
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。
多
く
の
日
本
人
の
子
供
を
救

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
学
校
給
食
。
米
国
産
脱
脂
粉
乳
ミ
ル
ク(

冷

え
る
と
膜
が
張
り
と
て
も
飲
み
に
く
い)

や
竜
田
揚
げ
の
鯨
肉
な

ど
が
定
番
だ
っ
た
。  

鼻
た
ら
し
の
小
僧
の
楽
し
か
っ
た
遊
び
は
、
線
路
脇
の
溝
で
ザ

リ
ガ
ニ
を
と
っ
た
り
線
路
に
釘
や
小
石
を
置
い
た
り…

。
い
ま
な

ら
補
導
さ
れ
ま
す
ね
（
既
に
時
効
成
立
に
つ
き
告
白(

笑)

）。  

い
ま
で
も
西
武
線
踏
切
脇
に
は
「
線
路
に
石
を
置
か
な
い
よ
う

に
」
と
看
板
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
る
に
つ
け
、
子
供
の
悪
戯
は

変
わ
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。  

多
く
の
満
蒙
開
拓
団
村
が
あ
っ
た
満
州
各
地
。
命
か
ら
が
ら
帰

国
で
き
た
人
々
、
殺
害
さ
れ
た
り
辛
酸
を
舐
め
た
人
々
、
あ
る
い

は
現
地
人
に
助
け
ら
れ
た
ひ
と
た
ち
。  

(

小
説
『
大
地
の
子
』
や
映
画
『
黒
川
の
女
た
ち
』
や
、
満
蒙
開

拓
団
の
一
員
の
北
崎
可
代
さ
ん
著
の
「
中
国
人
に
助
け
ら
れ
た…

」

な
ど
で
こ
の
よ
う
な
時
代
を
経
て
戦
後
八
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

人
々
が
理
解
と
反
省
、
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
も
っ
て
戦
後
百

年
、
さ
ら
に
そ
の
先
も
笑
顔
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。  

 

中
村
さ
ん
か
ら
お
話
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。  

そ
う
い
え
ば
中
村
さ
ん
の
名
前
の
『
曠
』
は
満
州
の
広
野
の
『
広
』

を
と
っ
た
そ
う
で
す
。 

 
 
 

 

左
後
列
の
左
か
ら
三
人
目
が
中
村
さ
ん 

               資 

料  

引
揚
者 

約
六
五
〇
万
人 

内
旧
満
州
百
万
人
、
他
の
中
国
地
区

百
八
十
万
人
（
諸
説
あ
り
）  

A
級
戦
犯
（
東
京
裁
判
で
裁
か
れ
た
） 

二
十
八
名
起
訴
、
七
名

の
絞
首
刑/

十
六
名
の
終
身
刑  

BC
級
戦
犯
（
海
外
で
裁
か
れ
た
） 

約
五
千
七
百
名
起
訴
、
千
名

弱
死
刑/

約
五
百
名
無
期
懲
役/

約
三
千
名
の
有
期
刑  

 

学
徒
出
陣
者
数 

二
万
五
千
人  

我
が
大
学
の
先
輩
方
四
六
〇
三
名
出
征
、
戦
没
者
三
二
四
名
（
大

学
HP
に
よ
る
）  
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戦
後
八
十
年
特
別
企
画
そ
の
Ⅱ 

 
六
大
学
野
球
百
周
年
と
ミ
ス
タ
ー
プ
ロ
野
球 

 
 

柾
谷 

榮
吾
（
昭
46
法
卒
） 

 

東
京
六
大
学
野
球
連
盟
は
大
正
十
四
年
に
結
成
さ
れ
、
本
年
百

周
年
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
選
手
や
審
判
は
百
周
年
記
念
ロ
ゴ
ワ

ッ
ペ
ン
を
袖
に
貼
り
付
け
春
と
秋
の
リ
ー
グ
戦
を
戦
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
昭
和
百
年
、
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
年
に
昨
秋
に
続
き
明
早
優
勝
決
定
戦
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
六
月
四
日
㈬
の
試
合
観
戦
に
神
宮
球
場
を

訪
れ
ま
し
た
。
昨
秋
の
優
勝
決
定
戦
で
は
明
大
は
完
敗
で
し
た
。

そ
の
雪
辱
を
期
待
し
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
も
５
対
６

の
惜
敗
と
な
り
、
早
大
の
四
十
九
回
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

試
合
後
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
決
定
戦
が
な
け
れ

ば
六
月
一
日
㈰
の
早
慶
戦
の
後
に
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
閉
会
式

で
す
が
、
雨
の
順
延
も
あ
っ
て
四
日
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
優
勝
決
定
戦
の
前
日
六
月
三
日
㈫
の
未
明
に
立
大
OB
の

長
嶋
茂
雄
氏
が
肺
炎
の
た
め
八
十
九
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
彼

の
立
大
選
手
と
し
て
の
六
大
学
野
球
で
の
活
躍
や
そ
の
後
の
読
売

巨
人
軍
で
の
活
躍
を
思
う
と
き
、
日
本
中
が
昭
和
の
レ
ジ
ェ
ン
ド

を
失
っ
た
悲
し
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。
閉
会
式
は
彼
の
追
悼
式
の

感
が
あ
り
球
場
全
体
が
厳
粛
な
空
気
で
し
た
。 

 

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
お
い
て
、
長
嶋
氏
の
六
大
学
野
球
で
の
五

シ
ー
ズ
ン
連
続
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
、
当
時
の
六
大
学
記
録
で
あ
る
ホ

ー
ム
ラ
ン
八
本
な
ど
の
活
躍
や
、
プ
ロ
野
球
読
売
巨
人
軍
に
お
け

る
選
手
・
監
督
と
し
て
の
活
躍
、
一
九
八
八
年
に
野
球
殿
堂
入
り
、

二
〇
一
三
年
に
国
民
栄
誉
賞
受
賞
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
バ
ッ
ク
ス

ク
リ
ー
ン
に
は
彼
の
映
像
が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彼
の
ご
冥

福
を
祈
り
観
客
も
起
立
脱
帽
の
う
え
黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
球

場
全
体
が
静
ま
り
み
ん
な
長
嶋
氏
に
思
い
を
馳
せ
る
瞬
間
で
し
た
。

ま
た
、
加
藤
連
盟
理
事
長
の
挨
拶
で
は
、
長
嶋
氏
を
称
え
る
「
日

本
の
野
球
界
に
多
大
な
貢
献
、
戦
後
日
本
の
象
徴
、
国
民
の
ヒ
ー

ロ
ー
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
で
あ
り
永
久
に
語
り
継
が
れ
る
存
在
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
納
得
す
る
言
葉
で
し
ょ
う
。
六

大
学
野
球
が
輩
出
し
た
誰
に
も
愛
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
人
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

今
春
の
リ
ー
グ
戦
で
は
立
大
の
山
形
選
手
が
史
上
十
八
人
目
の

三
冠
王
を
獲
得
し
ま
し
た
。
立
大
で
は
五
十
九
年
ぶ
り
二
人
目
の

快
挙
で
す
。
閉
会
式
で
表
彰
さ
れ
る
山
形
選
手
の
姿
に
同
校
OB
の

長
嶋
氏
の
活
躍
し
た
時
代
を
偲
び
ま
し
た
。
閉
会
式
に
参
加
し
て

長
嶋
氏
と
お
別
れ
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

       
   

 

明
大
ス
ポ
ー
ツNO

W
 

 
 

 

箱
根
駅
伝
～
高
ま
る
期
待 

 

柾
谷 

榮
吾
（
昭
46
法
卒
） 

 

四
月
二
日
に
明
治
大
学
創
立
百
五
十
周
年
記
念
事
業
「
紫
紺
の

襷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
M
の
輝
き
を
再
び
～
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
に
興
味
が
あ
っ

て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
明
大
創
立
百
五
十
周

年
の
二
〇
三
一
年
度
の
箱
根
駅
伝
（
二
〇
三
二
年
一
月
開
催
）
で

優
勝
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
大
き
な
挑
戦
で
す
。
そ
の
重
責

を
担
っ
て
四
月
に
実
績
の
あ
る
大
志
田
秀
次
氏
が
駅
伝
監
督
に
就

任
し
ま
し
た
。
彼
は
中
央
大
学
で
活
躍
し
、
東
京
国
際
大
学
監
督

と
し
て
も
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
実
は
彼
は
私
の
母
校
の
高

校
の
後
輩
に
当
た
り
ま
す
。 

優
勝
七
回
を
誇
る
明
大
で
す
が
、
第
二
十
五
回
大
会
（
一
九
四

九
年
）
を
最
後
に
七
十
六
年
間
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
第
一
〇
一
回
大
会
は
、
予
選
会
第
十
二
位
で
敗
退
し
出
場

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
第
百
回
大
会
総
合
第
二
十
位
、
第
九
十
九

回
大
会
総
合
第
十
二
位
、
第
九
十
八
回
大
会
総
合
第
十
四
位
、
第

九
十
七
回
大
会
総
合
十
一
位
と
、
シ
ー
ド
権
を
逃
し
て
い
ま
す
。

第
九
十
六
回
大
会
の
総
合
第
六
位
か
ら
六
年
間
低
迷
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

一
年
生
の
時
に
活
躍
し
た
堀
君
や
森
下
君
は
四
年
生
、
綾
君
や

大
湊
君
は
三
年
生
で
す
。
四
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り

ま
す
。
選
手
に
は
大
学
生
活
の
記
念
と
な
る
予
選
会
突
破
を
し
て

本
大
会
で
シ
ー
ド
権
（
十
位
以
内
）
を
と
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
室
田
主
将
は
、
個
人
と
し
て
は

第
十
区
で
区
間
賞
を
目
指
す
と
決
意
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
。
十

区
で
十
位
以
内
の
シ
ー
ド
入
り
を
果
た
す
母
校
の
姿
を
想
い
期
待

し
て
い
ま
す
。 

〈
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権
大
会
関
東
地
区
予
選
会
の
結
果
に
つ
い

て
の
感
想
〉 

箱
根
駅
伝
の
前
哨
戦
と
も
い
え
る
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権
大

会
関
東
地
区
予
選
会
が
、
五
月
二
十
四
日
（
土
）
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
関
東
地
区
の
出
場
枠
は
十
五
校
で
す
が
、
前
年
度
の
上
位
八

球
場
を 

静
め
る
黙
祷 

走
り
梅
雨 

 

栄
吾 
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校
（
す
べ
て
関
東
の
学
校
）
が
シ
ー
ド
さ
れ
予
選
を
突
破
で
き
る

の
は
七
校
だ
け
で
す
。
昨
年
は
予
選
八
位
で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま

し
た
。
今
年
は
新
監
督
の
下
で
最
初
の
駅
伝
予
選
会
で
し
た
が
、

結
果
は
残
念
な
が
ら
第
十
位
で
二
年
連
続
の
予
選
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。 

シ
ー
ド
校
八
校
が
上
位
の
成
績
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
明
大
は

十
八
番
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
を
箱
根
駅
伝
に

重
ね
て
み
ま
し
た
。
箱
根
駅
伝
に
出
場
で
き
る
の
は
二
十
校
、
前

年
度
十
位
ま
で
の
シ
ー
ド
校
を
除
い
て
予
選
を
突
破
で
き
る
の
は

十
校
の
み
で
す
。
近
年
新
興
校
が
力
を
入
れ
て
お
り
今
の
明
大
の

力
は
予
選
突
破
ぎ
り
ぎ
り
の
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、

紫
紺
の
襷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
年
度
を
、
何
と
か
予
選
突
破
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。 

い
よ
い
よ
十
月
十
八
日
㈯
に
第
一
〇
二
回
大
会
の
予
選
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
か
ら
暑
さ
対
策
の
た
め
ス
タ
ー
ト
を
一
時
間

早
め
朝
八
時
半
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
現
地
（
立
川
駐
屯

地
・
昭
和
記
念
公
園
）
に
行
く
か
テ
レ
ビ
観
戦
す
る
か
、
み
ん
な

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
正
月
の
風
物
詩
で
も
あ
る
箱
根
駅
伝
に
明

大
が
出
場
し
胸
の
「
Ｍ
」
の
マ
ー
ク
が
躍
り
、
全
国
の
校
友
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

          

︻
紫
紺
俳
壇
︼ 

 

紫
紺
句
会
指
導 

 
 

 
 

 
 

 
 

俳
句
結
社
﹁
隗
﹂ 

 

主
宰  

細
見 

逍
子 

雨
宿
り
て
ふ
愉
悦
あ
り
驟(

は
し)

り
雨 

 
  

 

紫
紺
句
会 

 
 

 
 

 
 

 

偕
老
や
草
の
錦
の
五
十
年 

 
 
 
 
 
 
 

穴
田 

作
道 

 
 

炎
天
下
傘
の
花
咲
く
観
光
地 

 
 
 
 
 
 

永
代 

達
三 

三
伏
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
列
長
し 

 
 
 
 

粕
川
偉
三
男 

園
児
ら
の
黄
色
い
声
や
蝉
の
森 

 
 
 
 
 

小
林 

信
夫 

ジ
グ
ザ
グ
に
灯
り
の
列
や
夏
の
富
士 

 
 
 

佐
藤 

房
夫 

小
滝
干
り
乾
く
に
ま
か
す
鹿
お
ど
し 

 
 
 

杉
山 

陽
一 

経
文
を
硯
に
刻
む
盆
供
か
な 

 
 
 
 
 
 

中
村  

曠 

茅
の
輪
超
し
ノ
ミ
音
響
く
宮
大
工 

 
 
 
 

西
尾 

修
一 

槍
穂
高
見
え
て
も
遠
き
登
山
宿 

 
 
 
 
 

柾
谷 

榮
吾 

遠
雷
に
気
持
ち
そ
ぞ
ろ
に
仰
ぐ
空 

 
 
 
 

村
野 

良
明 

 
  

詰
将
棋
（
五
手
詰
））
回
答
は
次
頁 

        

 

フ
ォ
ト
・
エ
ッ
セ
ー
シ
リ
ー
ズ 

⑮ 
 

 

清
瀬
の
夏
風
景
三
題 

粕
川 

偉
三
男
（
昭
48
政
経
） 

             

チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

柳瀬川 川祭り ひまわりフェスティバル けやき通りフェスティバル 



 
 

- 8 - 

『
み
ん
な
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
』 

             

�
懇
談
会 

基
本
毎
月
第
一
日
曜
日 

�
紫
紺
句
会 

基
本
毎
月
第
二
金
曜
日 

�
篆
刻
教
室 

基
本
毎
月
第
二
水
曜
日
（
臨
時
開
催
あ
り
） 

�
生
田
校
舎
見
学
会 

十
月
八
日
(水) 

�
国
分
寺
歴
史
探
訪 

十
月
十
日
金) 

�
箱
根
駅
伝
予
選
会 

十
月
十
八
日
㈯ 

�
ク
ル
ー
ジ
ン
グ 

十
月
二
十
七
日
㈪ 

�
市
民
文
化
祭
「
篆
刻
」
出
品 

十
一
月
一
日
㈯
二
日
㈰ 

�
多
摩
湖
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

十
一
月
二
十
二
日
㈯ 

�
明
早
ラ
グ
ビ
ー 

十
二
月
七
日
㈰ 

�
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
定
期
演
奏
会 

十
二
月
十
三
日
㈯ 

�
忘
年
会 

十
二
月
十
四
日
㈰
予
定 

�
新
年
会 

一
月
初
旬
予
定 

�
野
鳥
観
察
会 

二
月
初
旬
予
定 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
           

 
               

サ
ポ
ー
タ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
（
順
不
動
） 

佐
藤
裕
昭
様 

関 
 

滋
様 

中
澤
亜
男
様 

渡
部
辰
朗
様 

笠
原
浩
治
様 

関
根
文
子
様 

穴
田
作
道
様 

永
代
達
三
様 

佐
藤
房
夫
様 

中
村 

曠
様 

村
野
良
明
様 

坂
田
泰
行
様 

福
島 

寛
様 

和
田
寿
文
様 

斎
藤
伸
一
様 

高
橋
昭
夫
様 

森
下 

正
様 

小
山
知
常
様 

溝
田 

充
様 

光
藤 

覚
様 

清
水
計
明
様 

吉
田
俊
夫
様 

柾
谷
榮
吾
様 

西
尾
修
一
様 

気
賀
沢
洋
一
様 

粕
川
偉
三
男
様 

匿
名
二
名
様 

改
め
て
紙
面
を
お
借
り
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

◎清瀬地域支部の情報は 

校友会清瀬のホームページ 

https://meiji-3.jimdofree.com/ 

 

こ
の
会
報
は
校
友
会
会
員
皆
様
の
大
切
な
年
会
費
で
発
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
に
、
よ
り
身
近
な
情
報
を
お
届
け
す
べ
く
努
力
し
て
お

り
ま
す
が
、
ご
満
足
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
会
報
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す 

恒例の懇親会 埼玉タンメン山田太郎清瀬北口店

にて 皆様もお気軽にご参加ください！ 

ご意見・ご要望をお知らせくだ

さい！皆様の会報として地域の

情報など、どしどしお知らせく

ださい 
    編集部一同 

連絡先：粕川偉三男 
kiyose_125@shikon.meiji.ac.jp 

https://meiji-3.jimdofree.com/

